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交通安全教室 
 富山西警察署交通課や五福交番から講師をお招きして、

１年生を対象とした交通安全教室を行いました。 

 始めに、横断歩道の渡り方について話を聞きました。信

号の前で止まり、自分の目や耳で周りの状況を把握するな

ど、交通ルールを守ることの大切さについて教えていただ

きました。その後、実際に横断歩道を渡る練習をしました。

信号が青になるのを待ち、しっかり手を挙げて渡る様子が

見られました。 

 保護者の皆様には、ふたば会総務部主催の「見守りボランティア活動」として、登校時

の交通安全指導をしていただきました。朝の忙しい時間にも関わらず、何度も参加してく

ださった方もおられました。大変感謝しております。また、５月から９月にかけて、総務

部の皆様が「下校時のバス乗車マナー指導」を実施してくださいます。お子さんが安全に

登下校することができるよう、ご家庭でも話題にしていただけるとありがたいです。 

 

ちござくら児童会任命式 
 各委員会の委員長と３年生以上の学級代表が任命書を

受け取り、決意を述べました。どの言葉からも、「選ばれ

たからには責任を果たして頑張りたい」という気持ちが感

じられました。学校や学級のリーダーとしての自覚をも

ち、努力する姿を見せてくれることと思います。 

新しい学年が始まって１か月、子供たちはやる気でいっ

ぱいです。早速、生活委員会が「あいさつ運動」を行い、

朝から気持ちのよい雰囲気をつくってくれています。今後も、子供たちの頑張りを精一杯

支えていきたいと考えています。 

 

避難訓練 
 毎年４月に、火事を想定した避難訓練を行っています。今年度は、「給食室から出火した

ため、前庭に避難する」という想定で訓練を行いました。 

 １年生にとっては初めての避難訓練でしたが、放送をよく聞き、ハンカチを口にあて、

落ち着いて避難することができました。２年生以上の子供たちも、素早く行動することが

できていました。ただ、玄関で外履きに履き替えてしまう様子も見られたため、命を守る

行動が何よりも大切であることを改めて確認しました。 

次回の訓練でも、しっかり放送を聞き、冷静な行動をとることができたらよいです。 



遠足 

 低学年の子供たちが、魚津水族館に行きました。１年生

と２年生が縦割り班のグループをつくり、一緒に魚や水辺

の生き物を観察しました。大きな魚や面白い動きの生き物

を見つけるたびに、「大きいね」「すごいね」と、素直な気

持ちを伝え合う様子があちらこちらで見られました。午後

からは、班の仲間と一緒に弁当を食べました。 

 昨年度はお世話をしてもらっていた２年生でしたが、今

度はお兄さんやお姉さんとして、１年生を誘導したり、優しく声をかけたりしていました。

１年生も、２年生の話をしっかり聞きながら行動することができていました。遠足を通し

て、子供たちの成長を感じることができました。 

 

通学班別児童会 

 本校には校区がないため、通学手段や通学方面が近い子供たちで通学班をつくっていま

す。通学班別児童会では、同じ通学班の仲間が集まり、互いに顔や名前を覚えました。顔

見知りになっておくことで、もしもの場合に助け合うことができるからです。 

また、公共交通機関を利用する際のマナーや、歩き方についても話し合いました。話合

いでは、「バスや電車の中で大声を出す」「傘を振り回す」「信号が青に変わった途端に走る」

などが話題に挙がりました。子供たち自身も、まだまだ改善しなくてはいけないことがた

くさんあると感じているようです。今後も、本校の「徒歩または公共交通機関を利用して

自力で通学する」の意味を十分理解し、マナーを守って登下校してほしいと思います。 

 

運動会 

 好天に恵まれ、予定どおりに運動会を行うことができま

した。今年度のスローガンは、「全力発揮 みんなで目指せ 

Ｗ優勝 附属っ子」でした。「自分の力を出し切りたい」「仲

間と協力して運動会を成功させたい」という思いをもち、

総合優勝や応援優勝を目指して取り組む子供たちの姿が

たくさん見られました。 

 結果は、青団が総合優勝、赤団が応援優勝となりました。

たくさん練習を重ねて準備をしてきた６年生とっては、喜

びも悔しさもひとしおだったと思います。結果はともあ

れ、全力で競技や係活動に臨んだこと、仲間と協力しなが

ら応援したこと、諦めないで最後までやりきったことに自

信をもち、これからの授業や学校行事等に積極的に取り組

んでいってほしいです。解団式では、下級生たちが６年生

の頑張りに拍手を送り、感謝の気持ちを述べる姿が見られ

ました。 

保護者の皆様には、大きなご声援をいただき、ありがとうございました。また、準備や

片付け等、積極的にご協力いただいたことを重ねて感謝申しあげます。(副校長 村井悠子) 


